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えもりせいた　年生ま

れ。９７年より国立環境研究所

に勤務、気候変動リスク評価

研究室長など。年より東

京大学未来ビジョン研究セン

ター教授。IPCC第５次、第６

次評価報告書の主執筆者（第

１作業部会・科学的根拠땇。

　 日本中が猛暑と日照り、落雷と

豪雨に見舞われ、だれもが「気候

がおかしい」と不安をつよく感じ

ています。今回のインタビューは

気候科学者で東京大学教授の江守

正多さん。日本の今をどう見てい

るか、どう行動していくことが必

要かなど、若者や女性たちへの期

待を聞きました。

今
週
の
紙
面

神
奈
川
・
相
模
原
市
　
菅
沼
美
保
子

■２面 　 女性ニュース　■３面

　 読者のページ／まんが／パズ

ル　■４・５面　年度予算

要求「新婦人秋の行動」署名／

女性＆メディア／ホットライン

　■６面 　 夏用品の片付け方／

文化情報　■７面 　 新婦人の活

動／主張／母の歴史　

新 　日 　本 　婦 　人 　の 　会 　目 　的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあ

わせのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです。あなたも一緒に
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１部円 　 月円（いずれも税込み、送料別땇、会員は会費に含む

東京大学教授　 江守　正多さ
んに聞く

Yahoo!ニュースより
出典：気象庁
※５年移動平均・偏差の基準値は1900-1929年の30年平均値

世界と日本の６～８月の平均気温偏差
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気候変動に関する政府間パネル

（ＩＰＣＣ）

　各国の気候変動に関する政策に

科学的な基礎を与えることを目的

に、年に設立。世界中の科学

者が協力し、科学誌などに掲載さ

れた論文等の文献に基づく定期的

な評価報告書を作成。温暖化が主

として人間活動に起因するとする

確度は、新たな報告書が出るたび

に高まっており、第５次報告書

（～１４年）では「可能性が極

めて高い（９５％땇땏、第６次（２１～

２２年）では「人間活動の影響で大

気、海洋、陸域が温暖化している

ことは〝疑う余地がない땅」と明

記された。
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年４月日
第三種郵便物認可 （毎週土曜日発行） 新　婦　人　し　ん　ぶ　ん ２０２５年１０月１１日（土曜日）

干ばつで枯れたトウモロコシ。アフリカのマラウイ（写真提供：アフロ땇
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